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平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
４
７
億
９

０
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
分
野
で
は
、
子
育
て

支
援
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
第

１
・
第
２
保
育
所
を
統
合
整
備
す

る
と
と
も
に
、
民
間
保
育
所
の
創

設
や
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

市
立
病
院
再
整
備
で
は
、
新
病
院

の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

生
活
・
環
境
分
野
で
は
、
太
陽

光
発
電
施
設
を
設
置
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
取
り
組
み
、
ま
た
八

木
崎
駅
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

都
市
基
盤
分
野
で
は
、
頻
繁
に

発
生
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
等

へ
の
対
策
と
し
て
道
路
冠
水
状
況

調
査
等
の
浸
水
被
害
軽
減
対
策
の

平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
を
可
決

 
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　
　
　

６
４
７
億
９
０
０
０
万
円 

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
を
可
決

区 　 　 分 予　算　額 前年度増減率
一 般 会 計 647億9,000万円 6.5

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 276億8,289万5,000円 △   1.7
介 護 保 険 148億7,592万1,000円 8.4
後 期 高 齢 者 医 療 22億4,949万7,000円 5.9
土 地 取 得 3億1,402万2,000円 △ 43.1
西金野井第二土地区画整理事業 2億3,021万9,000円 △ 17.6
看 護 専 門 学 校 1億4,808万7,000円 △   5.5

企
業
会
計

病 院 事 業 109億2,714万4,000円 　 30.3
下 水 道 事 業 86億8,919万2,000円 2.9
水 道 事 業 58億279万円 6.6
総　　　　額 1,357億976万7,000円 5.9

（　）内は、構成比率　　※前年度増減率は、平成 25 年度当初予算との比較

平成26年度　会計別予算
当初予算総額　1,357億976万7,000円

◦  一般会計（47.7％）
647億9,000万円

◦国民健康保険
　（20.4％）

  ◦介護保険
　（11.0％） 

病院事業
（8.1％）

水道事業
（4.3％）

看護専門学校
（0.1％）

西金野井第二
土地区画整理
事業   （0.2％）

土地取得
（0.2％）

後期高齢者医療
（1.7％）

企業会計（18.7％）
254億1,912万6,000円

特別会計（33.5％）
455億64万1,000円

◦ 
◦ 

◦ 

◦ 

◦ ◦ ◦ 

◦ 

下水道事業
（6.4％）

◦ 

※計数については、それぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがあります。

　

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
と
繰
越
金
を
増
額
し
、
財
源

を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
民
間
保
育

所
と
公
立
保
育
所
の
保
護
者
負
担

金
を
値
上
げ
前
に
戻
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
障
害
者
福
祉
費
を

増
額
し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
等
の

支
給
枚
数
を
増
や
し
ま
す
。
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
費
や
児
童
館

費
を
増
額
し
て
、
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
や
児
童
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
調
査
設
計
委
託
を
行
い
ま

す
。
高
齢
者
福
祉
費
を
増
額
し
て

77
歳
の
方
に
長
寿
祝
金
を
贈
呈
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
及
び
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
増

額
し
て
、
負
担
の
軽
減
を
行
い
ま

す
。
小
中
学
校
学
校
管
理
費
を
増

額
し
て
、
普
通
教
室
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
育

施
設
費
を
増
額
し
、
市
民
プ
ー
ル

整
備
の
調
査
設
計
委
託
を
行
い
ま

修
正
案

検
討
や
、
水
路
改
修
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
庄
和
イ
ン
タ
ー
周
辺
整

備
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
小
中

学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
進
め

ま
す
。
ま
た
旧
市
民
プ
ー
ル
を
解

体
し
、
多
目
的
広
場
の
整
備
を
実

施
し
ま
す
。

　

産
業
・
経
済
分
野
で
は
、
か
す

か
べ
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
情

報
誌
「
ｋ
ａ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
ｂ
ｅ
＋

（
か
す
か
べ
プ
ラ
ス
）
」
の
発
行

等
、
全
国
に
誇
れ
る
地
域
資
源
に

光
を
当
て
、
本
市
の
魅
力
向
上
に

つ
な
が
る
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

ま
た
広
報
活
動
の
充
実
の
た
め
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
媒
体
を
効
果
的

に
活
用
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
広
報

を
目
指
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
な
ど

の
増
収
に
よ
り
、
６
・
５
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
原
案
に
賛

成
し
、
修
正
案
に
反
対
し
ま
す
。
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す
。

　

な
お
、
修
正
総
額
は
19
億
１
９

９
９
万
５
０
０
０
円
の
増
額
で
す
。

　
　
　
【
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
】

討
　
論

子
育
て
世
代
と
高
齢
者
の

負

担

軽

減

を

強

く

求

め

修
正
案
に
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

原
案
に
対
し
て
、
子
育
て
日
本

一
、
老
後
生
き
生
き
日
本
一
を
達

成
す
る
た
め
に
、
他
の
自
治
体
と

の
レ
ベ
ル
差
を
縮
め
、
さ
ら
に
超

え
て
い
く
真
剣
な
努
力
を
求
め
ま

す
。
そ
の
財
源
は
、
財
政
調
整
基

金
40
億
円
を
は
じ
め
と
す
る
基
金

を
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
、

毎
年
の
他
自
治
体
並
み
の
歳
入
で

賄
え
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

原
案
に
つ
い
て
何
点
か
指
摘
し

ま
す
。
歳
入
で
は
、
前
年
度
繰
越

金
は
極
め
て
少
な
く
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
繰
越
金
の
計
上
は
過
去

５
年
間
の
平
均
額
の
７
割
と
決
め

る
な
ど
ル
ー
ル
化
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
公
民
館
施
設
使
用
料
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
無
料
に
す

べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
保
育
料
は

引
き
下
げ
を
図
る
べ
き
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
じ
学
園
が
老
朽
化
し
て

お
り
、
建
て
替
え
が
必
要
で
す
。

児
童
館
は
、
市
の
東
側
に
偏
在
し

て
お
り
、
武
里
地
域
、
豊
春
地
域

の
子
ど
も
の
利
用
が
極
端
に
少
な

く
、
こ
の
地
域
へ
児
童
館
の
建
設

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
通
年
使
え

る
プ
ー
ル
の
建
設
を
求
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
小
中
学
校
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

修
正
案
は
、
い
ず
れ
も
子
育
て

世
代
と
高
齢
者
の
負
担
軽
減
、
日

本
一
を
目
指
す
過
程
に
お
け
る
行

政
課
題
の
推
進
、
子
ど
も
の
安
全

な
ど
、
必
要
最
低
限
の
修
正
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
修
正
案
に

賛
成
し
、
原
案
に
反
対
し
ま
す
。

各
種
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し

原

案

に

賛

成
（

春

和

会

）

　

原
案
は
、
総
合
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
各
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
福
祉
の
充
実
が
十
分
に
図
ら
れ

て
い
る
な
ど
、
適
切
な
予
算
で
す
。

　

一
方
、
修
正
案
の
歳
入
は
、
財

政
調
整
基
金
や
繰
入
金
を
取
り
崩

し
、
増
額
し
た
各
種
事
業
の
財
源

に
充
て
て
い
ま
す
。
行
政
に
は
継

続
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

確
か
な
財
源
の
裏
付
け
が
な
い
中

で
、
修
正
案
の
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り

市
民
生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え

施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

原
案
に
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

原
案
は
、
総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た

重
点
事
業
、
真
に
必
要
な
行
政
サ

崩
す
こ
と
は
、
先
日
の
越
谷
市
で

発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被
害
な
ど
、

災
害
へ
の
対
応
に
も
備
え
る
必
要

が
あ
り
、
中
長
期
的
な
視
点
が
考

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
１
３
０
０
億
円
近
い

負
債
を
抱
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

低
金
利
だ
か
ら
よ
い
が
、
利
息
だ

け
で
１
日
当
た
り
６
１
９
万
２
０

０
０
円
、
１
時
間
で
25
万
８
０
０

０
円
、
１
分
間
で
４
３
０
０
円
、

１
秒
間
で
72
円
も
払
っ
て
い
ま
す
。

政
治
は
人
を
幸
せ
に
す
る
と
言
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
裏
付
け
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
修
正
案
は
、

市
民
に
と
っ
て
理
想
的
な
案
で
す

が
、
財
源
が
あ
れ
ば
も
ろ
手
を
挙

げ
て
、
大
賛
成
し
ま
す
。
し
か
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
た
ら
、

反
対
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

き
ま
す
。
よ
り
一
層
市
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
、
当
初
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
各
種
施
策
を
着
実
に
実

行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、

原
案
に
賛
成
し
ま
す
。

ー
ビ
ス
や
市
民
生
活
に
直
結
す
る

事
業
に
対
し
て
、
選
択
と
集
中
に

よ
り
適
切
に
予
算
配
分
が
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
は
、

民
間
が
行
う
保
育
所
の
創
設
に
対

し
て
の
支
援
や
老
朽
化
し
た
第

１
・
第
２
保
育
所
の
整
備
に
係
る

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

活
・
環
境
分
野
で
は
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
地
震
体
験

車
の
運
用
開
始
な
ど
、
災
害
に
対

す
る
適
切
な
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
都
市
基
盤
分
野
で
は
、

生
活
道
路
の
改
修
や
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
事
業
を
推
進
す
る
姿
勢
が

う
か
が
え
ま
す
。
教
育
・
文
化
分

野
で
は
、
小
学
校
に
図
書
館
司
書

を
配
置
し
、
学
校
図
書
館
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業
・
経

済
分
野
で
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
か
す
か
べ
フ
ー
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
市
内
外
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
取
り
組
み
は
、
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
修
正
案
で
は
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
大
幅
に
増
額
し

て
い
ま
す
が
、
災
害
復
旧
や
不
測

の
財
源
不
足
が
生
じ
た
と
き
の
活

用
を
考
慮
せ
ず
、
持
続
可
能
な
施

策
と
は
到
底
言
い
難
く
、
中
長
期

的
な
視
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
原
案
に
賛

成
し
、
修
正
案
に
反
対
し
ま
す
。

　

市
民
の
約
３
割
が
加
入
す
る
国

民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の
多

く
が
低
所
得
の
方
々
で
あ
り
、
耐

え
が
た
い
負
担
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
県
内
水

準
は
高
い
水
準
で
あ
り
、
一
般
会

一
般
会
計
予
算
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
増
や
し
税
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
求
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
を
可
決

　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
７
６
億
８
２
８
９
万
５
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

疾
病
や
負
傷
に
対
す
る
保
険
給
付

費
で
、
こ
の
ほ
か
、
出
産
育
児
一

時
金
や
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
を
行

い
ま
す
。
保
健
事
業
で
は
、
生
活

習
慣
の
改
善
を
促
進
す
る
特
定
健

康
診
査
等
の
受
診
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
数
の
減
少
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
減
収
な
ど
か
ら
１
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

討
　
論
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の
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会

社
会
民
主
党

無

所

属

議案第  4  号 環境にやさしいまちづくり基金条例の制定 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  5  号 消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  6  号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  7  号 手数料条例の一部改正 （総務・建設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  8  号 農業委員会の選挙による委員の定数条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第  9  号 農業委員会委員選挙区及び各選挙区定数条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 公民館条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 11 号 葬祭具条例の廃止 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号 大凧会館条例の廃止 （教育環境）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 13 号 埼玉県市町村総合事務組合規約の変更 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 14 号 消防救急無線デジタル化整備工事請負契約の締結 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 15 号 市道路線の認定 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 16 号 市道路線の廃止 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 17 号 平成25年度一般会計補正予算（第６号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 18 号 平成25年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 19 号 平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 20 号 平成25年度介護保険特別会計補正予算（第３号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 21 号
平成25年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計補正予算（第３号）

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 22 号 平成25年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第３号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 23 号 平成25年度水道事業会計補正予算（第４号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 24 号 平成25年度病院事業会計補正予算（第４号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 平成25年度下水道事業会計補正予算（第３号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号 平成26年度一般会計予算 （各委員会）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 27 号 平成26年度国民健康保険特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 28 号 平成26年度後期高齢者医療特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 29 号 平成26年度介護保険特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

 第 １ 回（ ２ 月 ）臨 時 会 　 審 議 結 果
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議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

緑
新
ク
ラ
ブ

春

和

会

社
会
民
主
党

無

所

属

議案第  1  号 災害派遣手当等の支給に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  2  号 指定管理者の指定［放課後児童クラブ］ （厚生福祉）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第  3  号 平成25年度一般会計補正予算（第５号） （総務・厚生福祉・教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年第１回（２月）臨時会が２月７日（金）に開会されました。

 ３ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
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議案第 30 号 平成26年度土地取得特別会計予算 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 31 号
平成26年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計予算

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 32 号 平成26年度市立看護専門学校特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 33 号 平成26年度水道事業会計予算 （建　　設）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 34 号 平成26年度病院事業会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 35 号 平成26年度下水道事業会計予算 （建　　設）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第 36 号 非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部
改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
議第 1号議案 新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議第 2号議案 重度心身障害者医療費助成制度の見直しに関する意見書 （付託省略）否　　決 × × ○ × × ○ ×

諮　問
諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［三浦 宏之 氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［関根 武久 氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［鈴木 和光 氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願
請願第 1 号 新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出について

の請願 （総　　務）採　　択 ○ ○ × ○ ○ ○ ×

請願第 2 号 消費税増税中止を求める意見書の提出を求める請願 （総　　務）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

請願第 3 号「特定秘密保護法」を速やかに廃止するよう国に求める意見書
の提出をもとめる請願 （総　　務）不 採 択 × × ○ ○1

× 2 × ○ ×

請願第 4 号 国保税を引き下げる事を求める請願 （厚生福祉）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

請願第 5 号 介護保険料の引き下げを求める請願 （厚生福祉）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

請願第 6 号
「長寿祝い金」を「敬老祝い金」に戻し、77歳から支給することを
求める請願

（厚生福祉）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

請願第 7 号 福祉タクシー券・燃料券を大幅に増やし、虚弱高齢者も対象に
することを求める請願 （厚生福祉）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

請願第 8 号 年間通して利用できる温水の市民プールを建設することを求め
る請願 （教育環境）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

請願第 9 号 小中学校の全教室にエアコンを設置することを求める請願 （教育環境）不 採 択 × ○ ○ × × ○ ×

請願第 10 号 公民館を無料にもどすことを求める請願 （教育環境）不 採 択 × × ○ × × ○ ×

 第 ２ 回（ ４ 月 ）臨 時 会 　 審 議 結 果
市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）
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議案第 37 号 豊春小学校校舎耐震補強工事（普通教室棟・昇降口棟）請負契約
の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 38 号 中野中学校校舎耐震補強工事（普通教室棟・昇降口棟）請負契約
の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 39 号 谷原中学校校舎耐震補強工事（管理特別教室棟・給食室棟）請負
契約の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 40 号 立野小学校校舎耐震補強工事（普通教室棟・昇降口棟・渡り廊下
棟）請負契約の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 41 号 消防救急無線デジタル化整備工事請負契約の議決内容の一部
変更 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 42 号 平成26年度一般会計補正予算（第１号） （総務・厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 43 号 平成26年度病院事業会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 44 号 専決処分の承認を求める（税条例の一部改正） （総　　務）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 45 号 専決処分の承認を求める（都市計画税条例の一部改正） （総　　務）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 46 号 専決処分の承認を求める（国民健康保険税条例の一部改正） （厚生福祉）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年第２回（４月）臨時会が４月４日（金）に開会されました。


